
系
的
・
段
階
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
必
修
科
目
と
し
て
講
義
２
科

目
と
セ
ミ
ナ
ー
２
科
目
を
履
修
、
選

択
科
目
と
し
て
３
つ
の
科
目
群
の
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
２
科
目
以
上
（
合
計
６

科
目
以
上
）
を
履
修
し
ま
す
。
全
体

で
20
単
位
以
上
の
単
位
取
得
が
必
要

で
す
。特
に
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
副

専
攻
希
望
者
だ
け
が
履
修
す
る
ア
ド

バ
ン
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
修

了
要
件
を
満
た
せ
ば
、
主
専
攻
の
学

位
記
に
加
え
て
、
副
専
攻
の
修
了
証

が
授
与
さ
れ
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た

全
学
的
な
取
り
組
み

目
白
大
学
は
現
在
、
８
学
部
16
学

科
、大
学
院
７
研
究
科
、短
期
大
学
部

３
学
科
、
学
生
数
６
０
９
９
名
（
２

０
２
２
年
度
）
を
擁
す
る
総
合
大
学

で
す
。
都
内
新
宿
区
に
あ
る
新
宿
キ

ャ
ン
パ
ス
（
文
系
キ
ャ
ン
パ
ス
）
と
、

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
に
あ
る
さ
い
た

ま
岩
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
（
保
健
医
療
・

看
護
系
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
、
そ
れ
ぞ

れ
特
色
あ
る
学
び
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
目
白
学
園
の
母
体
で
あ
る
「
研

心
学
園
」
の
創
設
が
１
９
２
３
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
３
年
に
目

白
学
園
は
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

目
白
大
学
は
２
０
１
１
年
４
月
に

「
目
白
学
園
環
境
宣
言
」
を
採
択
し
、

以
来
、
学
校
法
人
目
白
学
園
地
球
環

境
の
保
全
及
び
低
炭
素
社
会
へ
の
貢

献
推
進
委
員
会
を
中
心
と
し
て
、
全

学
的
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
と
地

球
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た
組
織

的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
は
こ
れ

を
拡
大
改
組
し
て
、
学
校
法
人
目
白

学
園
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
を
発
足
。

２
０
２
０
年
７
月
に
は
「
目
白
学
園

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
組
宣
言
」を
採
択
し
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
と
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
全

学
を
あ
げ
て
推
進
す
る
こ
と
を
宣
言

し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な

取
り
組
み
と
し
て
は
、
①
新
宿
キ
ャ

ン
パ
ス
と
さ
い
た
ま
岩
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
の
校
舎
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ラ
ッ
ピ
ン

グ
」を
設
置
、②
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
サ
イ
ト
「
目
白
大
学
・
目

白
大
学
短
期
大
学
部
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」を

開
設
、
③
そ
の
中
で
各
学
部
学
科
・

研
究
科
や
全
学
に
お
け
る
取
り
組
み

を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目
標
に
関
連
付
け

な
が
ら
紹
介
、
④
さ
ら
に
本
学
の
共

通
科
目
や
専
門
教
育
科
目
の
中
か
ら

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
科
目
」を
各
学
部
学

科
の
選
定
に
基
づ
き
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、

⑤
飲
料
自
販
機
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
画
像
を
映
写
す
る
な
ど
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り

の
取
り
組
み
と
し
て
、
①
「
森
の
学

園
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
キ
ャ

ン
パ
ス
内
樹
木
の
定
期
的
な
剪
定
・

施
肥
に
よ
る
植
栽
管
理
、
②
施
設
・

設
備
面
で
は
、
高
効
率
空
調
機
や
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
式
給
湯
器
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
や
人
感
セ
ン
サ
ー
、
中
水
道
シ

ス
テ
ム
や
透
水
性
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ

ン
グ
舗
装
の
導
入
な
ど
、
③
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
環
境
教
育
の
分
野
で

は
、
電
気
使
用
量
・
ガ
ス
使
用
量
・

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
な
ど
の
環
境
関
連
デ

ー
タ
の
公
開
、
環
境
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「Eco Cam
pus

」
の
管
理
、
学
生
自

ら
が
企
画
し
実
施
す
る
環
境
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
支

援
、
④
さ
ら
に
こ
う
し
た
取
り
組
み

成
果
を
ま
と
め
て
毎
年
刊
行
し
て
き

た
「
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
」

を
、
２
０
１
９
年
度
版
か
ら
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
」

と
改
称
し
、
本
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
レ
ポ

ー
ト
と
し
て
エ
コ
か
ら
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
へ
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
副
専
攻
」課
程
が

２
０
２
２
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト

２
０
２
２
年
４
月
よ
り
、
目
白
大

学
新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
全
学
部
学
生
を

対
象
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
副
専
攻
」
課
程

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

副
専
攻
で
は
、
自
分
の
「
主
専
攻
」

以
外
の
分
野
も
幅
広
く
学
び
な
が
ら
、

も
の
ご
と
の
つ
な
が
り
や
関
係
性
・

多
様
性
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
社
会
や
世
界
を
構
造

的
に
と
ら
え
る
シ
ス
テ
ム
思
考
と
問

題
発
見
力
を
養
い
ま
す
。
世
の
中
の

動
き
や
社
会
的
諸
課
題
に
広
く
関
心

を
持
ち
、
そ
れ
を
自
分
事
と
し
て
と

ら
え
、
知
識
の
習
得
は
も
と
よ
り
、

課
題
の
解
決
に
向
け
て
行
動
し
た
い
、

そ
し
て
主
体
的
・
積
極
的
に
社
会
に

関
わ
り
貢
献
し
た
い
と
い
っ
た
意
欲

的
・
活
動
的
な
学
生
を
求
め
て
い
ま

す
。将
来
ビ
ジ
ネ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
活
躍
で

き
る
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す

る
担
い
手
・
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
副
専
攻

は
、
共
通
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て

い
る
科
目
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

部
・
学
科
か
ら
な
る
学
際
的
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
体

「SDGs 副専攻」課程が本格スタート！
SDGsのローカライゼーションを推進し

持続可能な社会づくりの担い手を育てる

学園祭「エコアクション」企画

SDGs副専攻　カリキュラム表
科目区分 科目名 科目配置 配当年次 単位数 17ゴール 修了要件

必
修
科
目

総合科目
持続可能な社会を考える 共通科目 1 2

01~17

2科目4単位
必修グローバルな視点で学ぶ社会と人間 共通科目 2 2

副専攻ゼミ
SDGs基礎セミナー 共通科目 3 2 2科目4単位

必修SDGs特別セミナー 共通科目 3 2

選
択
科
目

第Ⅰ群
貧困に対する支援、日本と世界の経済事情、
現代の社会福祉、現代教育入門、生涯学習
概論、男女共同参画社会論など１５科目

共通科目
専門科目 1~3 1～2 01~06 2科目4単位

選択必修

第Ⅱ群
自然科学的な視点から地球環境問題を考え
る、コーポレート・ガバナンス、未来を拓くイノ
ベーション、子どもと人権、ダイバーシティ社会
論、都市環境デザイン論など１５科目

共通科目
専門科目 1~3 2 07~11 2科目4単位

選択必修

第Ⅲ群
社会生活のデザイン、環境倫理学、自然地理
学概説、法学入門、現代グローバル・イシュー
概説、観光と国際協力など１５科目

共通科目
専門科目 1~3 2 12~17 2科目4単位

選択必修

新宿キャンパスのSDGsラッピング（10号館 入口） さいたま岩槻キャンパスのSDGsラッピング
（コミュニティ・プラザkiri入口）

東洋経済 ACADEMIC



SDGsの17目標について目標ごとに体系的に学修します。SDGsについて詳しく知りたい人はもちろん、SDGsの視点から主専攻
分野の学びを深めたい人や、主専攻以外の分野のテーマにも触れてみたい人、さらには社会的課題の解決とそのための活動に関
心がある人や、持続可能なまちづくりとそのためのひとづくりに関心がある人のために、発表と討議、意見交換によるアクティブ
ラーニングの形式で、フィールドワークも取り入れながら、学部・学科を超えた広がりのある学びを展開します。

社会哲学／環境倫理学／環境政策／環境社会システム専門

SDGsの17目標のうち、特に子どもの支援にかかわる「1.貧困をなくそう」「2.飢餓をゼロに」「3.すべての人に健康と福祉を」「4.質
の高い教育をみんなに」「5.ジェンダー平等を実現しよう」「10.人や国の不平等をなくそう」を中心に、現状と課題を学びます。文
献検討や意見交換を通して自己の考えを深め、関心のあるテーマについて、フィールドワークをもとに課題解決のための対策を検
討し、成果発表を行います。これらを通して、子どもの支援を軸としたSDGsについて探究することをねらいとします。

小児看護学・保健／看護技術専門

子どもの支援を軸としたSDGsの探究 人間学部子ども学科　西山 里利 教授

アクティブラーニング形式の授業やフィールドワークの機会を多く取り、互いの主専攻分野での学びを生かし合いながら、SDGs
に関して、多面的・総合的にとらえ、地球環境問題を中心に学修を深めます。また、SDGsを自分事としてとらえ、その目標達成のた
めに、どのように普及啓発したり、行動化したりすべきかについて考え、SDGsの行動化を目指します。さらに、教育的な視点から、
持続可能な社会づくりに貢献できる人材育成について考えます。

環境教育／理科教育／持続可能な開発のための教育（ESD）専門

SDGsについて深く考え、自分事としてとらえる 人間学部児童教育学科　石田 好広 教授

SDGsの目標12（つくる責任、つかう責任）と深く関係しているエシカル消費は、その他の多くの目標の実現にも大きく関わってい
ます。まず、このエシカル消費の活動事例研究を通してSDGsの17の目標全体について改めて理解を深めます。さらにフィールド
ワーク等を実施して現状を確認したうえで、ゼミ生による目標達成のための実践的な活動の企画・運営を試みます。最終的にはそ
の成果を評価・検討することで、学びを社会の現場で活かす力を養いたいと考えます。

社会学／家政学／生活科学／デザイン学専門

SDGsの目標実現に向けて行動する 社会学部社会情報学科　田中 泰恵 教授

SDGsに関する課題を伝える「メディア」、そして、SDGsの課題でもある「メディア」について、日常のコミュニケーションを批判的
に振り返りながら学修します。何気なく接触しているメディアの基礎的な知識を改めて学び、ジェンダー平等や多様性の実現、新
たなメディア・テクノロジー（AI、ロボット、メタバースなど）とSDGsの関係を理解します。学生たちは、創造的思考と実践力を活か
し、グループワークやフィールドワークに主体的に取り組み、自分たちが抱える問題について解決策を考えます。

メディア論／メディア・リテラシー／メディア・プロデュース専門

メディアを学ぶ。SDGsとつながる メディア学部メディア学科　勝野 正博 准教授

～　　　 副専攻セミナー担当教員より～～教育・地域連携活動の実践事例～

メディア学部メディア学科の平山秀昭ゼミは「デジタル技術×UXデザイン」を
キーワードに掲げ、Unityゲームプログラミングを中心に活動しています。2022
年度3年生は新宿観光振興協会と、2年生は福島県の南相馬観光協会と連携
し、それぞれUnityでオリジナルの新宿観光ゲーム、南相馬観光ゲームを制作し
ました。また制作したゲームの実況動画をYouTubeで公開しました。観光協会
から頂いたご意見・ご要望に応えようと「震災から復興する力強い町」などの
表現を加えています。この活動により、デジタル技術という専門性を磨くと同
時に、社会連携活動を通して持続可能な世界への意識を高めています。

看護学部看護学科主催の地域連携事業は、地域住民が多重課題を通して脳
を活性化することを目的としています。将来医療職に携わる学生は、日頃の学
修を発揮して、参加者が安全・安心に楽しめるようサポートをします。開始前
に看護技術を学修した学生が普段の様子を伺うなど声をかけながら血圧を
測定しました。多重課題では、腕を振り、足踏みをしながらしりとりや数字を数
えることに取り組みました。SDGsでは、あらゆる年齢のすべての人々 の健康と
福祉を確保することを目指しています。地域とのつながりを大切にし、学生と
ともに、地域住民の健康維持、増進に向けて継続して取り組んでいきます。

社会学部地域社会学科飛田満ゼミでは、持続可能なまちづくりの担い手とな
る人材を育成するプロジェクト型アクティブラーニングを展開しています。
2022年度は、新宿区ごみ減量リサイクル課の支援と落合第二地区協議会の
協力により、「SDGsアクションフォーラム2022～新宿区食品ロス削減協力
店の聞き取り調査とSNSを利用したSDGsアクションプロジェクト～」を開催
しました。学生たちは、飲食店やスーパー等、区内12店舗を対象に、登録申請
の理由、取り組み内容、成果と課題、協力店登録のメリット、新型コロナウイル
スの影響、感染症対策等について聞き取り調査した結果を報告しました。

社会学部社会情報学科の専門教育科目「ボランティア活動入門Ａ（担当教
員：土屋依子）」では、新宿名産の伝統野菜「内藤とうがらし」を通じて地域
を元気にする活動「内藤とうがらしプロジェクト」に参画しています。2022
年度はキャンパス内での内藤とうがらしの栽培、戸山地区での栽培の支援、
区内商業施設での内藤とうがらし販売イベントの支援、とうがらしメニュー
の提案等に取り組みました。ボランティア活動の実践と、伝統野菜の保全と
継承に取り組む専門家・区内事業者の方 と々の交流を通じて、まちづくりへ
の関わり方を学び、地域課題の解決に貢献する行動力を育成しています。

地域連携事業「脳の活性化活動 de 目白大学」で
SDGsに貢献する

多重課題に取り組んでいる様子

伝統野菜を継承する
地域活性化プロジェクトへの参画食品ロス削減を通じた地域づくりとひとづくり

Unityで新宿＆南相馬観光ゲームの制作と
実況動画の公開

新宿＆南相馬観光ゲーム実況動画

SDGsアクションフォーラム2022の開催 内藤とうがらしの定植

専攻を超えてSDGsの17目標を読み解く 社会学部地域社会学科　飛田 満 教授
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